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下請工事・建設資材利用状況報告書
（元号）　 年　 月 　日
廿　日　市　市　長　　様
受注者　住　所
氏　名
１ 元請工事の内容
工  事  名
２ 下請工事の発注状況
　　２－１．市内業者が元請の場合
市外業者へ発注した下請工事代金の合計　Ａ　                　            円
請　　負　　金　　額　　　　　　　　　Ｂ　　　　　  　 　 　　　　　　　円
市外業者下請発注の請負金額比　　Ａ　／　Ｂ　×　100　　　　 　　　　　　％
　　２－２．市外業者が元請の場合
市内業者へ発注した下請工事代金の合計　Ａ　                        　    円
請　　負　　金　　額　　　　　　　　　Ｂ　　　　　  　 　 　　　　　　　円
市内業者下請発注の請負金額比　　Ａ　／　Ｂ　×　100　　　　 　　　　　　％
※ 記入上の注意事項
１．施工体制台帳を提出したものをすべて計上すること。
２．市内業者とは、次に該当する業者とする。
①　建設業法に基づく、許可上の主たる営業所（本店）が本市内に有する業者とし、許可のない者の場合は、営業上の本店を本市内に有する者とする。
②　市内に工場（共同企業体として工場を保有している場合は、出資比率が２０％以上のものに限る。）を有している場合には市内業者とみなすので、その所在を証明する資料を提出すること。
※「資材の市内調達」における「市内業者」との違いに注意。
３．一次下請（二次下請以降は不要）については全てを対象とする。
４．共同企業体を対象として下請発注する場合は、構成員全ての本店の所在地が市内の場合に
は、市内業者とする。
３ 建設資材の市内業者購入利用状況
(1) 市内産資材の購入又は市内取扱業者からの購入可能資材内訳
(単位 千円：千円未満四捨五入、消費税及び地方消費税を含む。以下同じ)

	資　材　名
	購　入　先　名　称
	単位
	購入数量
	市内購入
	購入金額
（単位：千円）
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	市内購入金額の合計 
	Ｃ
	

	市内業者で調達可能な資材購入金額の合計
	Ｄ
	


資材購入率％＝　Ｃ　／　Ｄ　×　100　　　　　　　 　　　　　　％　
※ 記入上の注意事項
１．工事材料使用承諾願を提出し、その使用を承諾されたものについてはすべて記入すること。
２．承諾された各々の資材ごとに記入すること。
ただし、各々の資材ごとに記入しなくても、購入先ごとに資材をまとめて、購入金額の総額を記入することができる。
※ 記入例
	資　材　名
	購　入　先　名　称
	単位
	購入数量
	市内購入
	購入金額
（単位：千円）

	
	所　　　在　　　地
	
	
	
	

	○○、△△
	□□商会
	式
	１
	◯
	◯,◯◯◯
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３．工事現場に最終製品として搬入する資材の（市内・市外）の区分について
(1) 市内産資材の購入又は市内取扱業者からの購入内訳
下記のいずれかの条件を満たす場合
①　市内に本社(店)、支社（店）を有する業者が、市内又は市外で製造した資材
②　市内工場で製造した資材 (市内製造資材であるが、購入先が市外業者の場合には、市内製造資材であることを証明できる資料を添付すること。)

③　専業又は兼業で資材販売業を営む市内取扱業者(市内の代理店等)から購入する資材内訳
④　資材製造元と資材販売業が異なる市内業者の場合、資材販売業者を記載
(2) 市外産資材の購入かつ市外取扱業者からの購入
①　上記(1)の①②③のいずれにも該当しない場合
４．建築工事・電気工事・機械工事については、次の①②のいずれか１つによることができる。
①　使用承諾された資材の内、購入先ごとの合計金額が１００万円未満のものを省略することができる。
②　使用承諾された資材の内、１品ごとの購入金額が５０万円未満のものを省略することができる。

